
1．はじめに

デジタルデータのアーカイブは、長期的取り組
みで息の長い活動となる。デジタルデータの長期
保管と公開には、アーカイブを実務的に担う組織
と運用の安定が必要である。いかに持続可能なプ
ロセスを構築し、安定的な組織運営を実現できる
かが肝となるだろう。本稿では、考古学データ
アーカイブの先進組織であるイギリスヨーク大学
の Archaeology Data Service（以下、ADS）の事
例を紹介する。主にJulian D. Richardsの「Twenty 
Years Preserving Data: A View from the United 
Kingdom」（Richards 2017）から重要箇所をピック
アップし、紹介する。

2．ADSの概要

ADSは、イギリスの考古学デジタルデータのアー
カイブ組織であり、世界で最も長い歴史を持つ考古
学データリポジトリである。1996 年に 2 名のスタッ
フと年間 6 万ポンドの予算で設立された。2017 年時
点で 14 名のスタッフがおり、年間予算が 75 万ポン
ドである。収入は、欧州委員会と Historic England
からプロジェクト資金と研究開発助成金を得てい
る。開発事業に伴うデータ受入の収入も年々増加し
ている。

3．データ保持量

2016 年 10 月 時 点 で、ADS は 12TB の 2,143,497
ファイルを保持している。それらのファイルフォー
マットはマイグレーションされ、新しいソフトウェ
アでの再利用性が保証されている。これらのプロセ
スはISO14721（デジタル情報の長期保存アーカイブ
システムに関する枠組みを規定した国際標準規格）
である OAIS 参照モデルに準拠している。OAIS 参
照モデルによってデジタルアーカイブシステムとし
ての要件を担保しているといえる。

4．灰色文献

イギリスでは、開発に伴う調査報告が、従来の報
告書出版のペースを上回っている。調査報告は、クラ
イアント用と HER （Historic Environment Record） 
あるいは SHPO（State Historic Preservation Office）
向けに1つあるいは2つ作られる。これらは出版され
ないため、研究者がアクセスすることは難しく、灰色
文献と呼ばれる。灰色文献とは、『図書館情報学用語
辞典 第5版』による定義では、「書誌コントロールが
なされず，流通の体制が整っていないために，刊行や
所在の確認，入手が困難な資料．政府や学術機関など
による非商業出版物」である。灰色文献の中でも公開
度合いや入手の容易さから薄い灰色（Light Gray）、
灰色（Medium Gray）、濃い灰色（Dark Gray）に区
分けされる（池田 2012）。例えば会議資料であれば、
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Webで公開された場合は薄い灰色（Light Gray）、参
加者配布のみであれば濃い灰色（Dark Gray）、その
中間が灰色（Medium Gray）となる。

限定的な発行であっても調査成果の報告書をオン
ラインで公開し、DOIを付与することで、アクセス
性を向上させることができる。2016 年 12 月時点で、
ADS にはオンライン利用可能な報告が 40,338 件あ
り、月 200 件のペースで増加している。オンライン
利用の主な要因は、発掘調査担当者自身がオンライ
ンで業務推進するニーズがあったからである。これ
らの報告は伝統的な雑誌の出版よりはるかにアクセ
スされやすくなった。

5．�デジタルデータの長期保管費用は誰
が負担するのか？

多数の国では、開発に際しての発掘の調査費用は
原因者が負担するという原則がある。イギリスで
は、遺物・記録類・写真・図面などの物理的な長期
保管費用も負担の対象となっている。イギリスおよ
びアメリカでは、デジタルデータの長期保管費用も
原因者負担の対象となる。調査が完了した後、デジ
タルデータを、ADS にデータを引き継ぐとともに
データ保管料を支払う。そして、デジタルデータ
は、オープンデータとして無償で公開される。支
払いは 1 回限りであるが、必要に応じてマイグレー

ションされ、適切に管理される。データ保管料は、
大規模なプロジェクトであれば、プロジェクト予算
全体の1％未満となる。必要費用の算出は「Costing 
Calculator」https://archaeologydataservice.ac.uk/
easy/costingCalculator.xhtml　で算出可能である

（図1）。

6．ADS事業の経済的リターン 

JISC （Joint Information Systems Committee）
は、ADS が管理するデジタルデータの経済的価値
を測るため、専門家に委託して定量的調査を実施し
た（Beagrie and Houghton 2013）。投資に対して
大きな経済的リターンが発生することがわかった

（図2）。要点は下記の通りである。
・�ADS への投資費用は、年間 120 万ポンドであ

る。69万8,000ポンドがADS予算で、46万5,000
ポンドがデータ保管収入である。直接的な利用
価値は 140 万ポンドで、ADS 予算の 2 倍以上の
価値がある（図3）。

・�利用ユーザが ADS へのアクセスに支払っても
良いと考えている金額は年間 110 万ポンドであ
る。もしユーザが ADS へのアクセスが不可と
なった場合、ユーザの補償はいくら必要かとい
う問いに対し合計が年間 740 万ポンドとなった

（図4）。
・�ADS のユーザーコミュニティへの貢献は、教

育や研究の効率化への影響という観点から、少
なくとも年間 1300 万ポンドから年間 5,800 万
ポンドにもなる可能性がある（図5）。

・�ADS データを活用することで、1 週間 1 人あた
り7時間の研究の時間を効率化できる。

・�ADS が保有データへの投資を促進することで、
追加のリターンが実現される可能性があり、30
年間で 240 万～ 970 万ポンドとなる。投資に対
して、2.1倍から8.3倍のリターンがある（図6）。

つまり、データ保存には費用が掛かるものの 1 ポ
ンドの投資に対し、8.3ポンドのリターンが発生する
のである。図1　データアーカイブの費用見積もりサイト
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7．まとめ

本稿は以下の点に集約される。
・�イギリスの考古学デジタルアーカイブ機関であ

るADSは、1996年に2名のスタッフでスタート
し、2017 年には 14 名のスタッフと年間予算が
75万ポンドである。

・�アクセスが困難であった発掘報告は灰色文献で
あったが、オンライン公開が進み、現在月に200
件のペースで増加している。

・�デジタルデータの長期保管費用は、開発原因者
が負担する。データ保管費用が deposit として
ADS に支払われ、ADS がデジタルデータを長

図2　ADSの経済的価値と効果
　　　�（出典：Beagrie, Neil, and Houghton, John 2013 The 

Value and Impact of the Archaeology Data Service. 
A Study and Methods for Enhancing Sustainability. 
Electronic document, http://repository.jisc.ac.u//
prin/509）

図3　年間投資額と利用価値
　　　�（出典：Beagrie, Neil, and Houghton, John 2013 The 

Value and Impact of the Archaeology Data Service. 
A Study and Methods for Enhancing Sustainability. 
Electronic document, http://repository.jisc.ac.u//
prin/509）

図4　ユーザのADSへのアクセスの年間価値
　　　�（出典：Beagrie, Neil, and Houghton, John 2013 The 

Value and Impact of the Archaeology Data Service. 
A Study and Methods for Enhancing Sustainability. 
Electronic document, http://repository.jisc.ac.u//
prin/509）

図5　効率化を可能とするADSの年間価値
　　　�（出典：Beagrie, Neil, and Houghton, John 2013 The 

Value and Impact of the Archaeology Data Service. 
A Study and Methods for Enhancing Sustainability. 
Electronic document, http://repository.jisc.ac.u//
prin/509）

図6　投資に対する年間のリターン
　　　�（出典：Beagrie, Neil, and Houghton, John 2013 The 

Value and Impact of the Archaeology Data Service. 
A Study and Methods for Enhancing Sustainability. 
Electronic document, http://repository.jisc.ac.u//
prin/509）
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期保管する。
・�データ保存には費用が掛かる。しかし、1 ポン

ドの投資に対し効果として 8.3 ポンドの価値を
見込める。
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